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皆さん　　　　お元気ですか

COVID-19 で医療崩壊に突入し ' 命’ にかかわる緊急課題として 2030 年、2050 年に向けて暴走・加速する温暖化、
温室効果ガス、脱炭素が新聞紙上を埋め尽くす如く、問題山積み状態です。' 子供のいのちを守る会’ も我々のミッショ
ンに基づき、下記の最新情報を認識しながらソーラースクールを無電化村や離島に提供する事で子供達の命の確保、
教育の促進、ソーラークッカーという電気を使わずに太陽光でご飯を作るクッカーの提供、又子供たちに無農薬食品
の提供での生命、健康維持を目的に、子供食道などの活動を計画しております。

2030 年はこれからの決定的な 10 年、未来への分岐点と言われています。

＊国連のグレーテス事務総長は地球の非常事態宣言だ。
　Earth is Broken.( 地球は壊れている）

＊人類が地球を変える危険な力を持ち始めた。

＊人類が自然に戦争を仕掛けている。

＊2030 年温度が 1.5 度上がると、暗黒の時代か持続可能の社会かの分かれ目。

EUは Green Deal、公正な変革、課題を誰もなおざりにしない等を打ち出し動き始めた。この 10 年で正しい道を進
まなければならいないとの決意で次世代への責任を自覚している。

2050 年 CO2 "０" 達成が必要。脱炭素革命、エネルギーの転換、石炭禁止（ドイツの石炭発電は廃止決定）等。アメ
リカもベビーブームの子供が成長し、脱炭素活動でバイデン新大統領を動かした。

米国歴代大統領夫人は子供たちに関心が深く、バラクオバマ夫人は肥満児問題で、食育に取り組み、ブッシュローラ
夫人は識字率向上の為に子供の ' 読み書き’ 向上に取り組み、ドナルドトランプ夫人のお別れのメッセージ、' 何事も
情熱をもって取り組んで欲しい。でも絶対に覚えておいて。暴力はその解決策ではない。決して暴力は正当化されま
せん '、と発信したメラニア夫人は児童福祉の 'Be Best',　最高の自分になろうに取り組んだ。

我々を取り巻く厳しい環境を認識すると同時に、歴代夫人からの子供達への愛情に負けない努力が必要です。代表　
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